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前橋市ほ、群馬県の中央部に位置し、北に赤城山や榛名山を望み、市内を大河利根川  

が流れる、自然にあふれた「水と緑と詩のまち」として発展してきた町です。   

また、前橋市は歴史豊かな町でもありますQ市内からは、数万年の歴史を示す石器が  

発見されており、現代にいたるまでの数々の遺跡や史跡が残されています。   

鶴光路線引遺跡は、前橋市南部の古代条里水田の想定域に位置しています。この地域  

は現在も広く水田が広がり、市内の農業生産でも主要な位置を占めてb－ます。   

近年の各種開発により、古代の様子が明らかになってきていますが、古墳時代から中  

世にいたる水田が何層にも見つかっており、古代から農業生産の中心地であったことが  

明らかになってきています。   

近くにある「公田」の地名は古代の土地制度のなごりともいわれており、古い歴史が  

この地域には残されています。   

今周の発掘調査によって、平安時代末期に降下した火由の砂でおおわれた水田が見つ  

かりました。調査範囲が限られており、水田の区画の完全な検出には至りませんでした  

が、本地域の歴史解明に貴重な資料を加えることができました。   

本調査実施にあたりましては、事業課の生涯学習課の方々や発掘調査を担当いたしま  

した山武考古学研究所、発掘調査に従事していただいた作業員の方々には、厳しい北風  

の吹く中の作業で大変であったと思いますが、ご理解ご協力をいただきありがとうござ  

いました。   

本報告書が本市の歴史解明の参考になれば幸いに存じます。  

平成9年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団長中 西 誠 一   



例  

1．本省は、lT川淵公民鮎建設印灘に什う棚北路緋引追跡の規賊文化財発抑制用用ほ謹‡‥である。  

2．本追跡の略称は8G16とする。  

3．利春は、前橋市鮎械文化財発抑制ノ葎川から委託を受けたIll武考1l▲学川北桝が主体となって行った。  

4．制査の要項は卜記の過りである。  

朋査什所＋群蟻県前相打鶴北路川J●59－3仙  

洲肘州吊 主ド成∈）咋3ノj4ll～同咋3ノJ281Ⅰ  

胡奔面租178011f  

刊本根当 外野誠一・町il珊ト・  

5．本出の執印吊＝を・ル野、その他を町平が担当した。－  

（i．現地での座標・水準点の股間、遺跡の平1姉榔lしは、川flサーヴュイヘ委託して打った。  

7．発抑制奔で糾られた賢料は、前植苗教付委員会が保管する。  

凱 ノ賂抑制奔脚冊IIl、悍己の諸機l弘Jに榊指埠・御協ノ」を賜った。記して感謝の意を表するものである。   

（州不同 敬称峨）   

肝蟻県規蔵文化肺肝瞑肘粧■l火Il本肛機 新城川総合拙こ ナ里上サーヴュイ 宮下二1∵業  

9．発掘調査参加者は下記の通りである。（敬称略）   

新ル正枝 イ削弘 岡川勅快 小り里tけ；・リJ小野上lしミト 榊Ill祢‘i】r 桜」卜弘 仏≠川鋸欠郎 ■■．■川‥戊夫   

il－紬侶女l巨廿新太郎 奈良㍍雄 丸Ilり玉江‘由1了†突 矢島アイ子  

本文  第4図 全イ勅封・因州l  

第5図 溝・巨坑  J▲ト文  
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第1図 遺跡の位置と周辺遺跡（国土地理院2万5千分の1「高嶋」・「前橋」）  

第2図 遺跡の位置（明治21年陸地測量部発行、地方迅速測図「倉賀野」2万分の1を80％縮小）   



Ⅰ 調査に至る経緯  

軋削胴勅l追跡は■l）行橋細雨部の条．11し水川想定城に位惜している。   

平成8年10ノJ25日に、糾業裸の情渥学習課より本道跡囚での◆卜川淵公民酢弧肛l二三」咲他の通船があり、協  

．ミ薫が行われた。   

協溝の紺来、追跡の状況について椰認訓奔を尖施することとなり平成8年12月261三lに行った。肌査の結果、  

平安時代の水Il回両村甘認された。   

判戊9年り＝＝1にイ姑仔協議を行なったが、現状根有は困経であるとのことで、党抑制奔を行い記録イ甘存  

することとなった。   

その後、判戊9咋りJ3011付けで了〕相川J▲長状頂弥惣治より理減文化財党抑制燕のイ紆仰が拙川され、艮州調  

査機関への訓査委託のガlわJで協議を某施した。   

協溝後の平成9年3ノJ4l川●けで発抑制奔委託劇的が締結され、3‖2引≡lまでの訓査期川で発抑制査が失  

地された。党側摘■－■J裾ま二者契約の形でl祢僑苗とlll武者寸l■学研究所および1嗣綱川用洩化1け剰胴一甘ノ佃、j・Ⅰの問で  

紳絆された。  

Ⅰ 遺跡の位置と環境   

本道跡は、前橋了IJの南部、高‖咋インターチェンジから水面束へ約3km、前輪台地上の後1一理」＝lり也に位・催する。  

川辺では南流する利仙川が、1叫ノJ■約1．5k‖のところで南東へカーブし、火ソナ約1klllを■l軒流する補嘉川と、南  

東約2．5k‖他山で合流する。本追跡からはl頃ノブ約50k‖先の浅…川lを遠望することができる。   

本追跡の川辺には、A s－Ⅰう（浅明朗軽イ≡り 卜水‖跡が検川されたl抑≠追跡（2）や井戸南追跡（3）、  

構手付‖l追跡（4）があり、他には浅l甘神祈■lい賞（5）などがある。また、本道朝市細りの道路を挟んで、横  

手以＝追跡（6）が近接し、北側束1…l動小道建設に什う発抑制塞が行われている。同遺跡でも本道跡と同種  

A s－B下水‖跡などの遺構が錮査されており、本来的に11†lj遺跡は同一の追跡と考えられる。  

Ⅱ 調査の方法  

発州別査は試掘訓査の紺黒をもとに、遺構相認面（A s－1う．上川i）までは爪機を川いて衣llを除去し、そ  

の後は人力でA s－Bを州り下げ、水川皿If・l畔岬・水】二t笥；の検川に努めた。洲州東1甘側（約15日四方範州）  

はA s－ユうの減りが悪かったので、朋査l引こ才一†ってトレンナを設定し、A s－】うの川淵㍑机虹を観照した。そ  

の結果As－1∃の堆鵜は碓認されず、この他l真の衣二ll除去は行わなかった。   

調剤引ノ」の基準杭は、公八座拙（第1，Ⅹ系）を北に10ml些りJ▲のグリッドを設定した。基準を北西′rj（X＝  

37，000、Y＝一66，230）にし、而北軸にアルファベット、火1些川由に算川数字をあてて、Al・A2・A3…  

と衣記 した。   

上坑・溝は堆棚状況を観無しながら州り下げ、馳‖串必要に応じてち：i－い矢渕の言己録を行った。   

火測l巽＝封印摘1を1／40、断面l対を1／10の鮒尺で作成した。   

ち：i■用土影は随時行い、l三川、㌔35‖】ll・カラースライド35111日lの2柵犯■iを川いた。訓／住区の全損写真はハイライダ  

ーで行った。  

－1－   



Ⅳ 調査の経過（調査廿誌抄）  

251：lハイライダーで閑雅l亘の全損ぢ貞を踊る。  

26l＝l追捕の坪汀l＝州掃を開始する。  

2引二l遺構の判「l側聞を終了し、発州別査を終了  

する。  

3JJlll発抑制奔の準備をl朋fける。   

1011爪機による衣】L除よを聞始する（つ   

1211A s－】iの州り下げを川始する。   

1／川 甘機による衣卜l舅ミ・ムを終了する。   

2411基準点・水準点測量を打う。  

Ⅴ 基本堆積土層   

本追跡の基本川灘土屑は調ノ佃ヌニ北京殉で親祭し、卜l対の過りである（）親類地点では11l・1V椚は削坪された  

ためか、比られなかった。IVJ榊三川l世の水Il川路帥・＝ニノ此われるが、今l＝川I・lり：の水川跡は検川されなかった。  

V屑がA s－Ⅰ川灘屑であり、現地衣≠卜約20～∠10c川で検‖される。Ⅴ桐以■卜の剛声のlいに榛名一伊香伽テ  

フラ（Fl〕）、棟才一一渋川テフラ（ドA）、ノ1s－C（戌問C恨イ㌻l●）及びそれに仰う水川跡は検＝されなかった。  

l屑l抑大田色土 現耕作了仁。  

11屑 視灰色十 仁l也粒を多晶に合む。  

‖Jで一子 陽J天也妙所二卜 鉄分によって苅鋸色味を邦び  

る。  
】＼川，ウ！l削軋妖色砂頂卜 鉄分によって赤恥色味を′F；7  

びる。  

＼川j 八s－】i（沌刷Ⅳ併行  
1川j；l、】．㌔也朴作l二  

11川子 灰也桝㌘ノf二l二  

川桐Il削好色柚劉二卜  

1Ⅲウ 灰色柚賢二卜＼¶屑より明るい。  
封円 ∴lⅦ川潤l：鉄分が浸透している。，  

m屑 ＝刑克也拙作Ⅰ二 灰l；】也粘官i十を人jll：に合む。  

78ふl】  

1l  

－■－－－－●－■■■・■－－・－●－－■■■■■－－ －－－－－ － ■■■ －111111■■一一  

第3図 基本堆積土層図 縮尺1：20  

Ⅵ 検出された遺構  

ノ＼s－】川H、▲から水‖跡が梯川された。肌洒瀕二の両・火・州側りの一郎は後世の刷上lく、躇描Lを受け、水川両  

は戦っていなかった。検潮されたlりl州ミは、東西方≠にノ上付する腑約70～100cmの火l畔岬が朋査lメニ小火に1条、  

腑約∠10～50cmの畦‖肛が1条、湖北ノノIrりに正行する腑碓両0～50cl】lの畔畔が8条桧山された。また銅査lオ耐火佃  

でもIl桐勺∠10～5（）cmのl咤畔が3条検潮された。水川用Iiの標請▲7iは約78．30～78．50】11あり、北叫から南火に緩やか  

に十る。水＝は1か所碓認することができたが、水路は検川されなかった。水川Irrrの杓査は、訓宜の都合卜  

北側の一部と抽東側の張り目している制イたl貢で行い、動物の足跡と皿われるものが検‖された。   

∧s－1封降下後の遺構としては卜坑10基と溝1条が検川された。l甘上坑は1V屑の下から州り込まれ、一  

邦肌奔l夏外となる。その他の土坑は礪やかに立ち卜がる浅い葎みであったが、遺構の′肘如こついてはl川和こ  

判断し柑なかった。1り一溝は州り込みが浅く、北から序‖こノ走行し、捜」1はIV屑に類似した中層である。   

検川された遺構に伴う遺物は目上しなかった。  

－ 2 一   



ぐプ  

ll  川  l】  

V  l＼／   

E′  

へ  

丁ノ  水口  叩州ミ  1ノ  
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第1表 水田畦畔計測表  

肺サ  ■l∴帽（m）  川．う（l11）  ホ■J；さ（l】1）  犯行ノル）二   

（D  0．∠12～0．7（i  0．58～1．00  0．Ol～0．05  N－870－W   

②  0．18～（）JうS  OJiO～0．5∠l  0．02～0．05  N－8（）0－W   

③  0ト1（i～（）．二i8  OJi2～0．61  0．01～0．（）7  N－（；0－W   

0．20・～OJi7  0．ニう8・～（）．60  0．01～（）．（）5  N－70－1工   

（9  （）．18～0．ニ5（）  OJi′1～0．5′1  0．nl～（）．0：j  N－（；0－1三   

⑥  0．1～）／－（レ1†）  OJ5R～0．59  0．01～0．（）：i  N－50－1ミ   

⑦  0．12～（レ“i  0．2ニi／－0．7（i  （）．川～（）．0（i  N－lO－W   

酎J・  J．帖（川）  ■■卜●帽（m）  ホ■んさ（lll）  走行方≠   

（沙  0．1（う～0．ニi2  0．32・一－0．52  0．01・一－0．05  N－00－E   

0．2S～0．52  0．50～0．62  0．01～0．03  N－30－W   

⑲  0．1′トー0ノ1（i  0．32～0．（う0  0．Ol～0．07  N－30－1ミ   

0．1～）～0ノ15  0．37～0．69  0．01・～0．05  N－820－E   

⑫  0．2（）～0．′1（；  0ノ13～0．（；2  0．01～0．0′1  N一指O－W   

⑬  0．2（i～（）．′レ1  0．′10～0．（う3  0．03～0．07  N－lO－W   

第2表 土坑規模計測表  

解り・  平面形  長径×矩律（m）  探さ（m）   

1  不lリJ  不  明   0．26   

2  木棺形  5．5SXO．92   0．18   

田  小鳩形  5．94×l．61   0ト19   

′1  不終形  ニi．10×l．22   0．22   

田  木酢lラ  【．70×0．72   0．17   

肺ぢ・  平面形  良作×糾筆（川）  探さ（111）   

田  杓lリ形  1．6∠1×1．06   0．16   

7  l】j 形  l．′16×1．30   0．15   

8  ＝ 形  1．f）4×1．54   0．07   

田  llJ形  1．：ilXl．レ1   0．06   

10  トリ 形  1．2′1×1．08   0．07   

第3表 溝規模計測表  

彿り・  柑（m）  探さ（川）  走行力●lrlj  走行ノJ付二   

口  0．3り～1．20  0．0：う～0．07  北→南  N－180－ト：  

Ⅶ まとめ   

今l＝lの調査では、平安時代来川のヾ馴川Il肘くに仰い降下したA s－一得屑下の水‖跡と降li▲後の・二日尤10兆・  

溝1条が橋川さオtた。   

水Il川亦からは人Ill州！1条、畦‖咋12粂、水ltlか桝が横川されたが、肌鶉瀬二が狭長であり、後日：に削平され  

ている那分が多いため、水＝一l対面のl√l撒持出よ不肌相であり、水路も検＝されなかった。人l脚、は火州こ追  

行し座棚西から約ニiO 北へ似き、それと巾交する岬‖’ド7粂は座漉■さ北から約1～70のIlけ．iで傾き南北に走行す  

る。このことからノJ‘梢の．ll他州が触足でき、検‖された人Il舶畔は、粂Il川村における坪をl東i画する畦‖咋と推定  

される。   

本道跡の川辺追跡でも同種の水＝跡が検川されており、1折柄台」虹l∴の後桝Jllり也で広備州に水川が常まれて  

いる。∠㌢恒lの調奔紺果が、条井川り←卜地lメニ測のどこに樟閲するかは、川辺追跡の剰仙戊鋤こ待たれる。また、  

ノ㌢後はこの水川跡に什う鵜落跡の朋≠が裸題となるであろう。  

l‥1－   
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1．調査区全景（西→）  

2．調査区南東側全景（南→）   



2．畦畔A－A′（南→）  1．基本堆積土層（南→）  

4．調査区北側足跡等（東→）  3．畦畔B－B′（南→）  

6．2～7号土杭全景（東→）   5．1号土杭全景（北→）  



抄  録  

フリ ガ ナ  

書  名  観光路練引渡跡   

副 著 名  

巻  次  

シリーズ名  

シリーズ番号  

編著者 名  井野瀬→・好平伸一   

鯨集機醜  山武考古学研究所 〒2縄千葉県成田市並本町221番地 TELO476蝮4）0536   

発行年月日  西暦19豆7年3月31日   

フリガナ  
コード  

所収遺跡名   
北 輝   東 経  調査期間  調査面積   

ポ  

ツルコウ少もリピキ  
36d  

特光路櫛引  マ 0さ′  1，7即憾   下川淵公民飽建設   

51〟  48〝   

所収遺跡名  級別  重な時代  圭な遺構  皇 な 漬 物  将 記 事 項  

水田跡  

博雅職礫引  水田跡  平安時代  滞 1条  なし  

土境1ニ0基  

鶴光路練引遺跡  

印  刷  平成9年3月却日   

発  行  平成9年3月31日   

締 集  山武考古学研究所  

発  行  南棟布施蔵文化財発掘胡査団  
前橋而上泉町鉢4－4  

℡027（231）9531  

印  刷  ㈱ 文 化総合 企 画  
仙76（93）0593   



」  丁－－ ・‾■・  

■  ■  

■    ■  

■    ■ ■  

■  ■ ＝  

：：：：：：：：■  

■  ■  ■  

■  ■  

L ＿    ■  

■  

■  ■」  

l ■ ■  

＋    ■   

■  

‾■  
－   ■ ‾≡＿＝■  ■  


